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地域再生計画 

 

１ 地域再生計画の名称 

  第３期津別町まち・ひと・しごと創生推進計画 

 

２ 地域再生計画の作成主体の名称 

北海道網走郡津別町 

 

３ 地域再生計画の区域 

北海道網走郡津別町の全域 

 

４ 地域再生計画の目標 

津別町の総人口は、１９６０（昭和３５）年の１５，６７６人をピークに減少し、

２０２０（令和２）年の総人口は４，３７３人となっており、ピーク時に比べ７２．

１％の減少となっている。人口減少率（２０１５年→２０２０年）は、オホーツク 

管内でも最も高くなっている。 

津別町における結婚・出生に関する傾向をみると、津別町の２０歳～３９歳の有

配偶率は男女ともに減少傾向で推移しており、また、２０２０（令和２）年の出生

数における３０歳以上の母が生んだ子どもの数は５割を超え、晩産化が進んでいる。  

一方、人口移動の傾向をみると、「１５歳～１９歳」「２０歳～２４歳」の進学・

就職による転出が多く、特に「１５歳～１９歳」は恒常的に転出超過となっている。  

また、中高年世代においては、子どもの小・中学校への進学、高齢者の介護等を機

に転出するケースもみられる。 

こうした状況が今後も改善されなければ、２０４５（令和２７）年における津別

町の総人口は２，１６６人まで減少すると予想される（社会保障・人口問題研究所

の推計）。 

 津別町では、こうした人口動向の現状と将来推計を踏まえ、引き続き、以下の２

点を将来のまちづくりの基本方針とする。 

  （１）地域資源を活用したコンパクトなまちづくりに取り組み、子育て世代や高

齢者が安心してくらせる環境整備と雇用の場を創出することによって、かつてのＤ
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ＩＤ（人口集中地区）を中心とした「まちなか地区」を再生し、現在の「まちなか

地区」の人口を１０年後においても可能な限り維持する。 

  （２）既に過疎・高齢化が進み、今後も人口減少のスピードが加速すると予測さ

れる「周辺地区」については、基礎的な生活関連サービスを維持するとともに、学

校跡地等を利用し３つの拠点（活汲地区・本岐地区・相生地区）を設置し、各地区

の特長を生かしながら、デジタルの力を活用し生活と仕事の場を確保する。 

  津別町では、上記基本方針及び下記基本目標に基づき事業を推進していくものと

する。 

  基本目標１ 

 津別町にしごとをつくり安心して働けるようにする、これを支える人材を育て活

かす 

 基本目標２ 

 津別町への新しいひとの流れをつくる 

 基本目標３ 

 若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえる、誰もが活躍できる地域社会を

つくる 

 基本目標４ 

 時代に合った地域をつくり、安心なくらしを守るとともに地域と地域を連携する 

【数値目標】 

５－２の

①に掲げ

る事業 

ＫＰＩ 
現状値 

（計画開始時点） 

目標値 

（令和11年度） 

達成に寄与する

地方版総合戦略

の基本目標 

ア 町内の事業所数 249事業所 
250事業所 

（令和11年度） 
基本目標１ 

ア 町内の事業所従業者数 2,265人 
2,200人台 

（令和11年度） 
基本目標１ 

イ 
交流人口、移住者数の増

加 

延べ74人 

（令和2年度～ 

令和6年度） 

延べ80人 

（令和8年度～ 

11年度） 

基本目標２ 
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イ 観光入込者数の増加 408,446人 

473,797人 

（4年間で 

16％増加） 

（令和11年度） 

基本目標２ 

ウ 合計特殊出生率 1.44 
1.86 

（令和 12 年） 
基本目標３ 

ウ 

子育ての環境として津別

町を選び、転入する世帯

数 

延べ１組 

（令和2年度～ 

令和 6 年度） 

延べ８組 

（令和8年度～ 

11 年度） 

基本目標３ 

エ 

20代～40代の町民の津別

町全体に対する満足度の

向上 

76.0％ 

平均 80.0% 

（令和8年度～ 

11 年度） 

基本目標４ 

エ 
町外から町内事業所に通

勤する従業員の割合 
55.5％ 

51.5％ 

（令和 11 年度） 
基本目標４ 

エ 
周辺地区を小さな拠点と

して整備する 
０箇所 

１箇所 

（令和11年度） 
基本目標４ 

 

５ 地域再生を図るために行う事業 

５－１ 全体の概要 

５－２のとおり。 

 

５－２ 第５章の特別の措置を適用して行う事業 

○ まち・ひと・しごと創生寄附活用事業に関連する寄附を行った法人に対する

特例（内閣府）：【Ａ２００７】 

① 事業の名称 

津別町まち・ひと・しごと創生推進事業 

ア 津別町にしごとをつくり安心して働けるようにする、これを支える人材

を育て活かす事業 

イ 津別町への新しいひとの流れをつくる事業 

ウ 若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえる、誰もが活躍できる地
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域社会をつくる事業 

エ 時代に合った地域をつくり、安心なくらしを守るとともに、地域と地域

を連携する事業 

② 事業の内容 

ア 津別町にしごとをつくり安心して働けるようにする、これを支える人材

を育て活かす事業 

 津別町における人口減少と高齢化のスピードは、「まちなか地区」と

「周辺地区」とでは大きな差があり、各地区に空き家が増加する等、今

後、高齢化や人口減少に対応したまちづくりが求められる。 

津別町では、ずっと暮らし続けたいと思える安全・安心な生活環境の

整備を推進するため、快適・安心で潤いのある生活を支え人とまちの魅

力をつなぐ持続可能な交通体系の構築や、安心した生活を支える地域医

療の充実と健康で暮らせる環境づくりを行う。 

また、人と暮らしと緑を未来へ繋ぐ「エコタウンつべつ」実現のため、

保有する地域資源を活用した再生可能エネルギーの利活用と、省エネに

取り組みエネルギー自給率の向上を目指すとともに、経済が地域内で循

環され、持続可能で豊かな生活が楽しめるまちづくりを進める。 

それらの取り組みを持続可能なものとするため、次世代のまちづくり

の担い手人材の育成による持続可能な地域運営の推進を図り、町外への

経済の流出を抑制し、地域内で経済が循環する仕組みの構築を目指す。 

【具体的な事業】 

・林業・木材加工業の振興による雇用創出 

・農業や林業等を中心とする地場産業振興による雇用創出、及び６次産

業化の推進 

・福祉関連事業の支援と障がい者と生活困窮者等の働く場の確保 

・地方創生を担う人材・組織のさらなる活躍の促進 等 

イ 津別町への新しいひとの流れをつくる事業 

津別町では、進学や就職を機に若い世代の町外への転出者が多く、ま

た、基幹産業を含む産業全体で、後継者や従事者の不足が課題となって

いる。 
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第６次総合計画策定に関する町民アンケート結果では、町の取り組み

で重要だが満足度が低いものとして「空き家・空き店舗対策」「企業誘

致や起業支援」「移住定住対策」を挙げる意見が多いことから、創造・

革新・交流が生み出す好循環が人を惹きつけ新たなビジネスを創出する

まちづくりを通じて、新たな雇用を創出するとともに、地元特産品等の

購入者等との交流拡大を通じて一層の観光振興と関係人口の拡大を図り、

移住定住につなげる取組を継続的に推進していく。 

また、都市圏の大学等と町民（地元高校生等を含む）の交流を一層深

め、地域で若者が多様な活動を行う機会と場を創っていく。 

さらに、定住促進及び移住者の受け入れに当たっては、商業活性化に

より、日常生活に不可欠な基本的な生活サービスや交通利便性の維持・

向上に取り組むとともに、住宅の新築・購入・改修等に対する支援や適

切な情報提供等により、自然と調和し、安心で快適な住環境が整備され

た住みやすいまちづくりを行っていく。 

【具体的な事業】 

・都市圏の自治体等との交流活性化による移住促進 

・都市圏の企業のサテライト・オフィス等の誘致促進 

・移住者・定住者のニーズに合った住宅の確保 等 

ウ 若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえる、誰もが活躍できる地

域社会をつくる事業 

津別町の合計特殊出生率は減少傾向で推移しているものの、全国平均

を上回る値で推移し２０１９年－２０２４年は１．４４となっている。

第６次総合計画策定に関する町民アンケート結果では、今後１０年間で

力を入れるべき取り組みとして、３０代では「保育サービスや子育て支

援」が上位となったことから、子どもの医療費や保育料等の軽減を図り、

本町で子育てをする世代の経済的負担を軽減し、津別町で安心して子育

てができる環境を一層充実させ、子育てしやすく、子供がすくすく育つ、

子育て世代に選ばれるまちづくりを推進する。また、都市圏在住者との

交流事業等を通じて、異業種交流等の男女の自然な出会いの機会を創出

する。 
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こうした取組の継続により、「津別町人口ビジョン」における将来展

望に示した町民の希望出生率２．１１の実現を目指す。 

さらに、夢や希望を持って、未来を切り拓く子供を育む「津別ならで

は」の教育環境の一層の充実を図り、地元高校生等の学力向上や進学を

支援し、津別町の将来を担う人材を育成する。 

【具体的な事業】 

・安心して子育てができる環境の整備 

・男女の出会いの場と機会の確保 

・教育環境の充実 

・誰もが活躍できる地域社会をつくる 等 

エ 時代に合った地域をつくり、安心なくらしを守るとともに、地域と地

域を連携する事業 

  津別町における人口減少と高齢化のスピードは、「まちなか地区」

と「周辺地区」とでは大きな差があり、各地区に空き家が増加する等、

今後、高齢化や人口減少に対応したまちづくりが求められる。 

津別町では、ずっと暮らし続けたいと思える安全・安心な生活環境

の整備を推進するため、快適・安心で潤いのある生活を支え人とまち

の魅力をつなぐ持続可能な交通体系の構築や、安心した生活を支える

地域医療の充実と健康で暮らせる環境づくりを行う。 

また、人と暮らしと緑を未来へ繋ぐ「エコタウンつべつ」実現のた

め、保有する地域資源を活用した再生可能エネルギーの利活用と、省

エネに取り組みエネルギー自給率の向上を目指すとともに、経済が地

域内で循環され、持続可能で豊かな生活が楽しめるまちづくりを進め

る。 

それらの取り組みを持続可能なものとするため、次世代のまちづく

りの担い手人材の育成による持続可能な地域運営の推進を図り、町外

への経済の流出を抑制し、地域内で経済が循環する仕組みの構築を目

指す。 

【具体的な事業】 

・まちなか居住の推進によるコンパクトなまちづくり 
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・小学校跡地等の活用による小さな拠点の整備 

・高齢者や障がい者等が安心して生活できる環境の整備 等 

※なお、詳細は第３期津別町まち・ひと・しごと創生総合戦略のとおり 

③ 事業の実施状況に関する客観的な指標（重要業績評価指標(ＫＰＩ)） 

４の【数値目標】に同じ。 

④ 寄附の金額の目安 

1,050,000千円（2026年度～2029年度累計） 

⑤ 事業の評価の方法（ＰＤＣＡサイクル） 

毎年度５月頃に産官学金労言士をもとに経済団体等の代表者が委員とな

っている津別町創生総合戦略会議を開催し、前年度における効果の検証や

今後における取組方針の決定を行う。検証後速やかに本町公式ＷＥＢサイ

ト上で公表する。 

⑥ 事業実施期間 

地域再生計画の認定の日から令和 12年３月 31日まで 

 

６ 計画期間 

地域再生計画の認定の日から令和 12年３月 31日まで 


